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核研i/ンクロ トロン軌道放射利用率てX線実験同好会 (IN S- S OR同好

令 )が昭和 58年に韓成 して以来,核研,素研準備事,物権桝などの理碑あ

る㈲支援 をIBき,さらに科研勲,東 レ奨励金な どを受けて IN S- SOR実

燦 グル-プとして諸確の実験研究を行 ってお ります ｡ 研究範相は X UV亀城

における イオン結晶,金属,気漆 の吸収実線 , LS 0Rの特性,シンクロ トロ

ン (ESl内の電子軌道のモニタ リングか ら電波境域にまで澱んでお りますO

叉 ,その間,発表会やシンポiyユームも核研 ,物性研,物嘩学会等o)王権

に より十数次 にわた り出かれてお りますが .本 日基桝に索ル､て研究会を開い

て頂いたことは一入の意轟が あ ります O

実額項 目や人員が増え,さらに増加の一途 を見込 まれる今･日,核研 ESの

みで はマシンタイムにも限度があり,良0R専層の加速篭 storage Ring

(芦 tR)を持たねばや って行けない状勢とな り,年来その基礎計画と実施

癌 について検討が続け られてお ります O

今時 日の研究会はこの時点で S 0R分光学 と S ちRとのそれぞれお よびそ

I)')関連 を王服として.掩碧と見通 しをしっか りとつけておきたく存 じて摘催

して頂 きました O

両者とその周辺 との開運 をわ り切 ったパター ンで仮 に示 します と･一方に

物性 ,原子分子,プラズせ,宇宙物理な どの理論 と光学,測定学等の技術が

あ り,それたかみ合 うように各軍実験があ る｡その光源として S0Rが あり,

その発生装置として S t'R-Jがあ るので,実験の要求と S t Rの規模 ,性能は

深 い関係が あ りますO他方後者は,実験人員の規模 (の見通 し)や予串,設

置魔萌 さらに外国とのせ り合 いの関係 もあり,建設時間の開基g-･-I:ljミ大きい園子

で蘇 ります｡両者の事情の接点に S ちRが実現す るものと考え られ ます｡

この研究会ではまず soRの原理 ,応用の対象の代表 として宇宙の SOR

一 二,2-

■



SOR分光学と SIorageRing ¢SoRの理論

を伺い,次に現在までの淫過 と核研 ESで行 う実塵の見込 し,さらに.S ちR

の原理 ,SちRとS0Rの研究計画了,列間の事情, sちRの マVソについて

の講演 を伺い,上に述べた研究計画と s tRの接点を探 り出す自由討議を行

って一郎ナば今FDj,,7)研究会の所期の 目的を達せ られ るものと考えます｡よろし

くや願い申上げ ます o

最後に S ち Rに関す る INLs･1- SORの三原則を揚げておきますQ

1. 全国共同利榊の鮮殻であること｡

2. SちRのマシンタイムは原則的に S0R専堀で'Aろこと.

5. S TI-,且は趣高島空使用の と-ム寿命が十分長 いものであることo

以 上
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SoRの理論は 1946-56位の閲に色 々な人々による計算がでているO

之等 を-まとめにして ,Landau-Lifschit-d の Classical Theory of

Fields(1962,2nd Ed)に従ってまとめてみアこ ｡
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である｡夫々の論文にでて くる式に出会 う毎にその旨書 く事にしよ う｡

尚,各節の願 昌の §,の右の (')の中は,Landau-LifBChitBの本

の §,
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